
長浜市内で開催中の「江・
浅井三姉妹博覧会」の会場

　
滋
賀
県
の
６
分
の
１
を
占
め
る
琵
琶
湖
は
、
４
０
０
万
年
以

上
前
に
誕
生
し
た
世
界
で
も
３
番
目
に
古
い
湖
。
近
畿
１
４
０

０
万
人
の
み
ず
が
め
琵
琶
湖
を
預
か
る
滋
賀
県
は
環
境
こ
だ
わ

り
県
で
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
先
進
的
な
環
境
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

メッセに出展した瀬田
高校のＥＶ メッセの開
会式のテープカット

「未来を拓く共生社会へ」
低
炭
素
社
会
実
現
へ
施
策
展
開

持
続
可
能
な
社
会
目
指
す

「
ビ
ワ
ラ
イ
ト
」
に
注
目
集
ま
る

地
場
産
業
活
性
化
目
指
す

イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
い
創
出

滋
賀
県
地
域
特
集
次
頁
下
段
に
続
く

□
　■
　□

　
滋
賀
県
で
は
、
持
続
可
能
な
滋

賀
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
や
第
３
次
滋
賀

県
環
境
総
合
計
画
の
中
で
低
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
動
き
を
進

め
て
い
る
。
同
県
の
嘉
田
由
紀
子

知
事
は
、
２
０
３
０
年
に
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
を
１
９
９
０
年
比

で

％
削
減
す
る
目
標
に
つ
い

て
、
「
で
き
る
対
応
か
ら
導
い
た

も
の
で
は
な
く
、
国
際
的
な
知
見

か
ら
持
続
可
能
社
会
の
実
現
の
た

め
の
目
標
と
し
て
設
定
し
た
」
と

県
議
会
で
答
弁
し
て
い
る
。

　
環
境
と
経
済
の
両
立
を
狙
っ

て
、
１
９
９
８
年
か
ら
毎
年
、
長

浜
市
の
県
立
長
浜
ド
ー
ム
で
「
び

わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
」
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。
環
境
産
業
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
展
示
会
と
し
て
定

着
し
、

回
目
を
迎
え
た
今
年
も

３
万
７
０
０
０
人
以
上
の
来
場
者

が
あ
っ
た
。

　
主
催
の
滋
賀
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ

ッ
セ
実
行
委
員
会
は
滋
賀
県
や
県

内
の
経
済
団
体
、
大
学
な
ど
で
構

成
。

月

―

日
に
開
催
さ
れ

た
「
び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ

セ
２
０
１
１
」
に
は
、
３
０
８
企

業
・
団
体
が
５
０
５
小
間
に
出

展
、
会
場
収
容
上
限
に
達
す
る
過

去
最
大
規
模
と
な
っ
た
。

　
会
場
で
は
新
エ
ネ
・
省
エ
ネ
、

浄
化
、
環
境
土
木
・
環
境
建
築
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
、
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

な
ど

の
ゾ
ー
ン
で
、
最
新
の
環

境
技
術
や
製
品
が
紹
介
さ
れ
た
。

太
陽
光
発
電
や
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

関
連
が
目
立
ち
、
小

型
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
新

規
出
展
が
あ
っ
た
。
ま
た
エ
コ
カ

ー
へ
の
関
心
が
高
く
、
近
江
発
の

電
気
自
動
車
も
注
目
を
浴
び
て
い

た
。

　
滋
賀
経
済
産
業
協
会
と
滋
賀
職

業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
は
産
学

連
携
で
製
作
し
た
「
エ
コ
・
ナ
マ

ズ
号
」
を
出
展
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
と
太
陽
電
池
を
動
力
源
と

し
て
お
り
、
１
回
の
充
電
で
約

走
行
で
き
る
。
一
方
、
滋
賀

県
立
瀬
田
工
業
高
校
は
、
滋
賀
産

業
経
済
協
会
の
支
援
を
受
け
て
、

中
古
の
軽
自
動
車
を
改
造
し
た
電

気
自
動
車
を
展
示
し
た
。
後
部
座

席
部
分
に
鉛
バ
ッ
テ
リ
ー
８
個
を

設
置
し
、
最
高
速
度
は
毎
時

。
フ
ル
充
電
で

程
度
の

距
離
を
走
れ
る
と
い
う
。

　
今
回
は
震
災
復
興
支
援
企
画
と

し
て
福
島
県
の
企
業
や
団
体
の
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
た
。
海
外
か
ら
は

ス
イ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
、
米

国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
が
参

加
し
た
。
ま
た
期
間
中
に
は
セ
ミ

ナ
ー
、
出
展
者
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
ほ
か
地
元
協
賛
事
業
と
し

て
長
浜
商
工
会
議
所
、
彦
根
商
工

会
議
所
が
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
工

場
見
学
会

ビ
ジ
ネ
ス
ト
リ
ッ

プ

を
実
施
し
た
。

　
同
メ
ッ
セ
実
行
委
員
会
で
は
、

次
回
開
催
を
２
０
１
２
年

月

―

日
と
し
、
出
展
募
集
は
２
０

１
２
年
２
月
ご
ろ
か
ら
始
め
る
予

定
。

□
　■
　□

　
県
内
の
地
場
産
業
は
景
気
回
復

の
遅
れ
か
ら
、
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
彦
根
市
を
中
心
と
す
る
バ
ル

ブ
産
地
で
も
２
０
０
８
年
を
ピ
ー

ク
に
低
迷
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　
滋
賀
バ
ル
ブ
協
同
組
合
が
組
合

員

社
を
対
象
に
調
べ
た
２
０
１

１
年
上
期

１
―
６
月

の
バ
ル

ブ
生
産
高
は
、
調
査
対
象
の
２
社

減
も
あ
っ
て
前
年
同
期
比
５
・
８

％
減
の

億
１
０
０
０
万
円
。
産

業
用
は
メ
ー
カ
ー
や
機
種
に
も
よ

る
が
、
海
外
向
け
の
需
要
が
伸
び

て
お
り
、
同
３
・
５
％
増
の

億

円
。
水
道
用
は
公
共
工
事
予
算
の

削
減
が
響
き
、
同
８
・
４
％
減
の

億
８
３
０
０
万
円
。
船
舶
用
は

造
船
所
の
受
注
残
の
減
少
に
よ

り
、
同

・
１
％
減
の

億
４
０

０
万
円
。
前
年
大
き
く
落
ち
込
ん

だ
鋳
物
素
材
は
同
４
・
７
％
増
の

４
億
２
２
０
０
万
円
に
と
ど
ま
っ

た
。

　
明
る
い
話
題
と
し
て
は
、
同
組

合
と
関
西
大
学
、
滋
賀
県
東
北
部

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
産
学
官
連

携
で
、
開
発
し
た
鉛
フ
リ
ー
銅
合

金
「
ビ
ワ
ラ
イ
ト
」
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
米
国
鋳
造
協
会

Ａ
Ｆ

Ｓ

か
ら
販
売
窓
口
と
し
て
設
立

し
た
ビ
ワ
ラ
イ
ト

滋
賀
県
彦
根

市

に
要
請
が
あ
り
、
鉛
フ
リ
ー

銅
合
金
「
ビ
ワ
ラ
イ
ト
」
の
材
料

評
価
試
験
を
、
米
国
大
手
水
道
機

器
メ
ー
カ
ー
の
フ
ォ
ー
ド
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ

州

で
実
施
し
た
。

　
米
国
で
は
２
０
１
４
年
か
ら
飲

料
水
等
配
水
シ
ス
テ
ム
に
使
用
す

る
材
料
の
鉛
含
有
量
規
制
が
強
化

さ
れ
る
。
業
界
で
は
対
応
策
を
模

索
す
る
と
と
も
に
、
ビ
ワ
ラ
イ
ト

の
販
路
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
到
来
と

期
待
し
て
い
る
。

　
従
来
の
鉛
フ
リ
ー
銅
合
金
を
み

る
と
、
ビ
ス
マ
ス
入
り
銅
合
金

は
、
巣
の
発
生
な
ど
不
良
率
が
高

く
、
シ
リ
コ
ン
入
り
銅
合
金
は
加

工
性
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
。
ビ

ワ
ラ
イ
ト
は
球
状
の
硫
化
物
を
分

散
さ
せ
た
鉛
フ
リ
ー
銅
合
金
で
、

希
少
な
材
料
を
使
わ
ず
低
コ
ス
ト

な
う
え
耐
圧
、
切
削
、
鋳
造
面
で

も
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
注
目
さ

れ
た
。

　
材
料
評
価
試
験
は
Ａ
Ｆ
Ｓ
が
協

会
メ
ン
バ
ー
に
呼
び
か
け
、
共
同

実
験
の
形
で
実
施
、
水
道
機
器
メ

ー
カ
ー
や
イ
ン
ゴ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

な
ど

社
が
参
加
し
た
。
鋳
造
実

験
や
機
械
加
工
試
験
な
ど
を
実
施

し
た
ほ
か
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
ビ
ワ

ラ
イ
ト
へ
の
期
待
や
疑
問
点
も
討

議
さ
れ
た
。

□
　■
　□

　
滋
賀
県
は
「
に
ぎ
わ
い
創
出
・

観
光
」
を
重
点
領
域
と
し
て
位
置

づ
け
て
お
り
、
２
０
１
１
年
は
県

内
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
相
次
い
だ
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
江
―
姫

た
ち
の
戦
国
―
」
の
放
映
に
合
わ

せ
て
長
浜
市
内
の
３
会
場
で
「
江

・
浅
井
三
姉
妹
博
覧
会
」
が

月

４
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
。
入
場
者

は

月
下
旬
に
は
１
０
０
万
人
を

突
破
、
大
き
な
経
済
波
及
効
果
が

出
て
い
る
。
７
月

、

の
両

日
、
「
滋
賀
Ｂ
級
グ
ル
メ
バ
ト
ル

ｉ
ｎ
浜
大
津
」
が
大
津
市
で
開
催

さ
れ
、
延
べ

万
人
を
集
め
た
。

１
位
は
近
江
牛
ホ
ル
モ
ン
唐
揚
げ

ホ
ソ
カ
ラ
。

　
ま
た
牛
肉
料
理
ナ
ン
バ
ー
１
を

決
め
る
「
牛
肉
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１

１
」
は
８
月

、

の
両
日
、
大

津
市
で
開
催
さ
れ
た
。
延
べ
４
万

人
の
入
場
者
が
あ
り
、
１
位
に
選

ば
れ
た
米
沢
牛
串
焼
き
に
は
賞
金

１
０
０
万
円
が
贈
ら
れ
た
。

月
２
日
は
東
近
江
市
で

「
全
国
ご
当
地
う
ど
ん
サ
ミ

ッ
ト
」
が
開
か
れ
、
１
万
５

０
０
０
人
が
入
場
し
た
。
滋

賀
県
製
麺
工
業
協
同
組
合
の

近
江
牛
う
ど
ん
が
１
位
に
選

ば
れ
た
。

□
　■
　□

　
県
内
の
地
場
産
業
の
中
で
好
調

な
の
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

へ
の
進
出
な
ど
で
業
績
を
上
げ
て

い
る
甲
賀
、
日
野
の
製
薬
産
地
。

地
元
の
甲
賀
市
で
は
産
地
振
興
策

と
し
て
２
０
１
０
年
に
人
と
薬
の

か
か
わ
り
を
体
験
、
学
習
で
き
る

「
く
す
り
学
習
館
」
を
新
設
し
て

い
る
。

　
多
く
の
産
地
は
輸
入
品
と
の
競

合
や
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
の
遅
れ
な
ど
か
ら
生
産
額
の
下

降
傾
向
が
続
い
て
い
る
が
、
生
き

残
り
を
か
け
た
取
り
組
み
も
見
ら

れ
る
。

　
長
浜
縮
緬

ち
り
め
ん

は
ピ

ー
ク
時
の

分
の
１
ま
で
落
ち
込

ん
で
お
り
、
業
界
活
性
化
策
と
し

て
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
の
製
作

や
遺
伝
子
組
み
換
え
蚕
か
ら
作
ら

れ
た
蛍
光
絹
糸
を
利
用
し
た
「
光

る
浜
ち
り
め
ん
」
を
開
発
し
て
い

る
。
麻
織
物
の
産
地
、
愛
荘
町
で

は
９
月
に
麻
、
藍
、
布
の
魅
力
を

発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
愛
荘
町
で

藍
麻
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
」
を
開
催
し
た
。

こ
れ
は
麻
産
地
の
群
馬
県
東
吾
妻

町
、
藍
産
地
の
徳
島
県
藍
住
町
と

の
３
町
合
同
の
企
画
展
。

　
信
楽
陶
器
産
地
で
は
新
素
材
の

透
光
性
素
地
と
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
組
み
合
わ
せ
た
新

製
品
や
割
れ
に
く
い
信
楽
焼
な
ど

付
加
価
値
の
高
い
商
品
開
発
が
目

立
つ
。
彦
根
仏
壇
事
業
協
同
組
合

の
青
年
部
で
は
古
い
仏
壇
、
仏
具

の
供
養
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
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